
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

      令和元年１０月１１日 製品安全課 
商品名等 
（電気用品名等） 通信アダプター 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

本製品はＰＬＣ（電力線搬送通信）を利用して家庭内ＬＡＮを構築するための

通信制御装置で、イーサネット、シリアル通信、ＵＳＢの各端子を有している。 

 

 

 

 

 

○構造、仕様、意匠 

＜内蔵している通信機能＞ 

 ・ＰＬＣ：電源プラグ端子利用 

 ・ＬＡＮ：ＲＪ－４５接続器 

 ・シリアル通信：ＲＳ－４８５ Ｉ／Ｆ 

・ＵＳＢ（通信可） 

－無線通信機能、メモリー機能等を有する装置との接続用 

－接続装置へのＤＣ５Ｖ出力（本製品への電源投入にて出力）を有する。 

 

 定格：ＡＣ１００－２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚ、約９Ｗ 

 

○主な使用者、販売先 

販売先：スマートホーム施工会社等 

 使用者：一般ユーザー等 
 
 
 

２ 対象・非対象の解釈 

 

電気用品安全法上、非対象として取り扱う。 

 

 

 

（理由） 

製品の主たる機能をもって電気用品名を判断する必要があり、この製品は家庭内

ＬＡＮを構築するＩＴ機器であって、その機能のためにＵＳＢ端子を付帯的に有し

ていることから、「直流電源装置」として扱わず、非対象として取り扱うことが妥

当と判断する。 

 
 


